
エコアクション２１
環境活動レポート

令和 ４ 年度版

北村建材株式会社

作成日：令和５年１１月 １ 日

（令和４年５月１日～令和５年４月３０日）



１．環境方針

当社は、一般土木工事，産業廃棄物収集運搬事業を通じ、環境との関連を

認識し、ＥＡ２１認証取得により積極的に運用して環境保全に考慮した事業

活動を行う。

（１） 不要なアイドリング，急発進，急加速，急ブレーキなど、二酸化炭素排出量の増大

につながる運転を抑制する。　そして水の効率的利用や、廃棄物の排出量の抑制、

リサイクルに積極的に取組む。

（２） 環境関連の法規，規制，協定，顧客の要求事項を順守し、汚染の予防に取組む。

（３） 環境方針に基づき目的，目標を定め定期的に見直しを行い継続的改善に努める。

（４） 全従業員に「環境方針」の理解と協力を求め、周知徹底を図り、環境意識向上

に努める。

策定　平成１７年４月２８日

改訂　'令和 ３ 年 ７ 月１ 日

北村建材株式会社

代表取締役　北村　昭久
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２．事業活動の概要

　　 駐車場     〒９２４－０８４２　　石川県白山市剣崎町１２２０

　　　　　　　　　　　　FAX　０７６-２７４－３４６４

　　４）事業規模及び事業内容

　　　　設立年月 昭和４８年９月６日

　　　　資本金 １,８００万円

　　　　従業員 １０名

　　　　延べ床面積 ９７ｍ2

　　　　令和４年度売上高 157 百万円

　　　　事業内容（認証・登録の対象活動範囲）

１．土木工事　（活動実績がなく、対象範囲外）

２．土建資材の販売

３．産業廃棄物収集運搬業

４．貨物運送業

５）許・認可

NO. 許可者 許可取得年月日

有効期限

１ 石川県 平成27年5月27日

令和7年5月24日

２ 富山県 平成27年5月20日

令和7年5月17日

３ 福井県 平成27年5月9日

令和7年5月8日

４ 新潟県 令和4年8月10日

令和9年7月31日

　　廃棄物の種類（収集運搬）

廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず

及び陶器くず、コンクリートくず、がれき類、汚泥

６）収集運搬の量 （単位:ｔon） 令和２年度 令和４年度

1,259 1,602

７）車両の種類と台数 ﾀﾞﾝﾌﾟトラック　１０台

建設機械　　  ３　台

８）料金の算定基準 運送距離、重量、荷役等により都度

９）対象範囲（認証・登録範囲）　全組織　　全活動

　　２）所在地　本　 社　　〒９２４－００３５　 石川県白山市上柏野町６１

　　３）環境管理責任者及び担当者の連絡先

　　１）事業社名及び代表社名

事業者名　　　　北村建材株式会社

代表者名　　　　代表取締役　北村昭久

　　　　　　　　　給油所　　 〒９２４－００３５　 石川県白山市上柏野町２５５－１

第01602069452〃

管理責任者　　代表取締役　北村昭久

連絡先　　　　　　　電話　０７６-２７５－２８９２

E-mail　　         　kanekita.1973@honey.ocn.ne.jp

許認可名 許可番号

第01700069452産業廃棄物収集運搬

令和３年度

産業廃棄物 1,109

第1802069452

第1509069452〃

〃
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【責任者の役割】

環境方針の制定

環境管理責任者の任命

環境保全に関する人、もの、金の提供

エコアクションシステムの見直しをする

エコアクション２１活動責任者

環境活動レポートの作成、公開

環境目標、計画の作成と進捗管理

環境関連法律の順守評価

環境管理責任者の補佐

進捗管理のデータ収集、整理

　重機部
始業前点検を行い余計な燃料や油脂類の使用量削減
に努める。

　運送部
不要なアイドリングや急発進・急ブレーキの抑制に努
めるよう、周知徹底させる。

北村建材株式会社 エコアクション２１　推進体制表

代表者

　環境管理責任者

　　事務局

運送部重機部

代表者

環境管理責任者

令和４年度５月１日現在

　　合計１０名

事務局事務局
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３-１．環境目標とその実績

（過去４年間の実績）

単位

百万円

kg-CO2

ℓ
ｋｍ/ℓ

ｔｏｎ

台

kg-CO2/百万円

kg

ｍ
3

（１） 　 二酸化炭素排出量は重機、車両で使用する燃料で９７％以上を占めている。

事務所で使う電気は全体の３％未満と微量である。

（２） 　 廃棄物は主に事務所からでるゴミである。環境負荷としては非常に小さいものである

　　　　 が特に書類などでいらなくなった印刷用紙は再利用を心掛けた。

(３) 各車両ごとの走行距離と燃料使用量を算出した。

（４） 本業に関する目標として二酸化炭素原単位を設定した。

（今後３年間の目標）

百万円

kg-CO2

ℓ
ｋｍ/ℓ

ｔｏｎ

台

kg-CO2/百万円

kg

ｍ3

電力の二酸化炭素排出係数は北陸電力の０．６３ ｋｇ-CO２/ｋｗｈを使用しました。

（１）  二酸化炭素排出量は令和３年度の実績を基準として毎年１％づつ削減とした。

（２）  廃棄物は近年土木工事における元請工事がないことから、事務所からでる一般廃棄物

の削減目標をたてることとした。 　　基準は令和３年度実績とし毎年１％づつ削減とした。

（３）  水使用量は毎年１％削減とする。

（４） 　 産業廃棄物収集運搬に関しては、法律を順守し管理していく。

（５） 　燃費は車のタイプ、運搬量、走行距離により大きく変化することから、現状維持を目標

とする。
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令和３年度
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328,996

121,595

2.8

1,108
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303

2,574

2,632

300

2,625

二酸化炭素原単位

一般廃棄物排出量

水使用量

3,614

収集運搬 1,108

水使用量

物質運搬量

売上高

二酸化炭素排出量

物質運搬量

121,595 120,379

354

32.1

125

2.5

1,887

単位
令和３年度

（基準）
令和４年度

7,617

2,221

令和５年度

2,425

実績数量 実績数量

二酸化炭素排出量 328,996 325,706

燃費の実績 2.8 2.8 2.8

収集運搬量

119,163

売上高 125 125

項目

322,416

2,196

30.3

軽油使用量

令和１年度

330,930

平成３０年度

393,658

146,382

158 149

122,541

項目

377

二酸化炭素原単位

一般廃棄物排出量 33.8

燃費の実績

2,871

2.5

軽油使用量

2,492
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４－１.　環境活動計画とその実施状況

評価

二酸化炭素 車両の適正運転（空ぶかし、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ） ○

排出量の削減 空調温度管理（28℃、20℃） ○

車両の効率的運行 ○

照明の管理（消灯の徹底） ○

廃棄物排出量 分別回収の徹底 ○

の削減 マニフェスト管理台帳 ○

一般廃棄物の分別回収 ○

リサイクルの取組 ○

産業廃棄物 マニフェスト管理台帳 ○

収集運搬の管理 車両の整備 ○

収集運搬車の表示 ○

契約書・許可証の管理 ○

水使用量の削減 洗車で使用する水を減らす ○

トイレ，洗濯，流し台での節水 ○

コピー用紙 裏面使用 ○

パソコン利用拡大 △

グリーン購入 再生紙，事務用品 ○

エコマーク商品の購入 △

教育訓練 EA２１導入の意義浸透 △

定例会議で進捗報告 △

改善事例の発表 △

（１）二酸化炭素排出量の削減の取組は、車両に関する省エネ活動を中心に行っている為、

　　 仕事量によって二酸化炭素排出量が増減する。

（２）当社排出の廃棄物は事務所から出る一般ごみが主である。

　　今後も町内会のルールに従って分別を徹底していきたい。

（３）収集運搬に関しては廃掃法の順守をきちっと実行していくことである。

目　標 担当部署具体的取組内容

運送部

運送部

事務局

全員

事務局

事務局

事務局
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４－２.　次年度の取組み内容

１． CO２削減について

　　CO２の排出量は仕事の量及び内容によってかなり変動する。

　　一律の削減目標は環境保全活動を正しく評価しない。そこで取組みの

 効果を正しく評価するため、燃費管理を検討する。

　　そのために

　ａ． 全体の使用量と走行データより、全体の燃費を把握する。

　ｂ． 個人の燃費データを明確にする。

　Ｃ． 個人のデータと全体のデータを比較して目標の達成状況を把握する。

　ｄ． 平成２４年度から数値目標を設定して取組んでいるが、今後も数値管理

を徹底する。

２． 廃棄物・水については従来の取組みを継続する。
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５．令和４年度の目標／実績と評価

百万円 1.26 ○

kg-CO2 1.17 ×

ℓ 1.17 ×

ｋｍ/ℓ 1.11 ○

ｔｏｎ

台 1.03 ○

kg-CO2/百万円 0.93 ○

kg 0.99 ○

ｍ3 1.02 △

（１） 二酸化炭素排出量及び軽油使用量が目標値を１７％超過した。売上高が２６％増加した影響

である。二酸化炭素原単位は７％向上し、目標をクリアした。

　 社員の省エネに対する意識の向上と、車両の燃費の工場が寄与している。

（２） 一般廃棄物の排出量はほぼ目標値通りとなった。可能な限りコピー用紙の使用を少なくする

取組を継続したい。

　　今まで一般ごみに捨てていたコピー用紙は、再利用しているのもあるが、リサイクル業者

 に出す事も意識した事により廃棄物排出量を削減できた。

（３） 水使用量は会社で使用する量と車両洗車時に使用する量が全体を占めている。

使用時には、こまめに止めるなど、節水意識を高めたが売上げが増加したことにより、洗車の

回数が増加したことが影響している。

1,602

物質運搬量 2,600 2,688

燃費の実績

309水使用量 303

単位項目

二酸化炭素排出量

一般廃棄物排出量

令和４年度

30.0

実　績

380,175

29.8

2421

令和４年５月１日～令和５年４月３０日

評価

325,706

目標
達成率

3.1

157

141,418

　　　　　　注）　　○；目標値以下、　　△；目標値未達成（0.1未満）　　×；目標未達成（0.1以上）

売上高

二酸化炭素原単位

2.8

125

2606

軽油使用量 120,379

収集運搬量 実績数量
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環境関連法規の違反及び苦情等はありませんでした。

なお、関係当局より違反、訴訟等の指摘は過去には一度も有りませんでした。

環境関連法規に関しては自らが定期的に順守状況をチェックしています。

30 チェック日

Ｒ５．４

Ｒ５．４

マニフェスト管理 Ｒ５．４

収集運搬車両の対策を Ｒ５．４

建設リサイクル法 Ｒ５．４

騒音規制法 指定区域の確認、事前届出、基準順守 指定区域の確認、事前届出、基準順守 請負工事毎

振動規制法 指定区域の確認、事前届出、基準順守 指定区域の確認、事前届出、基準順守 請負工事毎

Ｒ５．４

消防法 給油取扱所の届出 Ｒ５．４

フロン排出抑制法 業務用エアコン・重機の簡易点検 第一種特定製品の簡易点検の実施 Ｒ５．４

７．代表者による全体評価と見直しの結果
　　

　　二酸化炭素排出量は目標を超過したが、コロナの影響で減少していた売り上げが

回復してきた。そのため、売り上げ百万円当りの二酸化炭素排出量は減少した。

　　新車の導入や長距離運送業務の増加と社員のエコドライブの取組の成果と評価

している。

　　その上で以下の取組を行なう。

　①環境方針、環境目標は令和４年度からの目標の達成を目指す。

　②車両燃料の削減の効果を評価できる取組を検討する事。

　　 走行距離・燃費一覧表を利用し、社員に周知させる。

廃棄物処理法
（廃掃法）

帳簿の作成（90日、180日）
マニフェスト管理台帳

廃棄物飛散防止パイプ、カバー
運搬車両の表示（許可番号等）

届出、定期点検、消火器設置、地下タンク漏洩
点検、一般取扱所点検、自主点検

令和 ５ 年 ５ 月 ３１ 日

北村　昭久

道路運送車両法 業務用車両の運行管理 車検、車両別運行管理

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

建設工事の分別徹底と
リサイクル率向上

マニフェスト管理台帳
リサイクル率向上目標と実績管理

運搬・処分は許可を受けた
ものが行う

契約書（許可証、有効期限のチェック）

廃棄物処理状況の報告
（前年度実績を4-6で報告を）

マニフェスト管理台帳の報告
　　収集運搬実績報告書提出
　　管理表交付状況報告書

法規名 順守事項 当社の順守内容
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